
病床種別
保健

医療圏名
基準病床数 既存病床数

うち療養病床数

療養病床
及び

一般病床

鹿児島 8,434 11,003 3,580

南薩 833 2,427 1,088

川薩 961 1,515 625

出水 789 993 426

姶良・伊佐 1,976 3,370 1,648

曽於 522 938 586

肝属 1,747 1,959 583

熊毛 214 444 11

奄美 959 1,714 585

計 16,435 24,363 9,132

精神病床 県全域 8,046 9,527

結核病床 県全域 111 111

感染症病床 県全域 45 45

（単位：床）《基準病床数》
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Ⅲ計画の構成

①がん
75歳未満のがんによる年齢調整死亡率

男性100.7（H27）⇒80.6以下（H41）
女性 59.6（H27）⇒47.7以下（H41）

② 脳卒中
40～74歳の高血圧症有病者数（予備群含む）

男性219,900人（H27）⇒ 153,300人（H34）
女性197,500人（H27）⇒ 135,100人（H34）

③心筋梗塞等の心血管疾患
40～74歳の脂質異常症有病者数（予備群含む）

男性137,200人（H27）⇒ 77,800人（H34）
女性107,600人（H27）⇒ 65,700人（H34）

④糖尿病
糖尿病による新規透析導入患者数（人口10万人対）

15.3（H27）⇒13.3（H34）
⑤精神疾患
精神病床における入院後1年時点の退院率

85％（H26）⇒90％以上（H32）

⑥救急医療
救急告示医療機関の数

98施設（H29）⇒現状維持（H35）
⑦災害医療
ＤＭＡＴ数

25チーム（H28）⇒38チーム（H35）
⑧離島・へき地医療
代診医派遣の対応率

87％ （H28）⇒90％（H35）
⑨周産期医療
周産期死亡率（出産千人対）

4.1 （H27）⇒3.3以下（H35）
⑩小児・小児救急医療
小児死亡率（15歳未満人口10万人対）

26.6（H27）⇒25.7以下（H35）
⑪在宅医療

退院調整に関する仕組みを設けてい
る二次保健医療圏域数

1圏域(H29)⇒9圏域(H32)

［計画期間］ 平成30年度～平成35年度（６年間）鹿児島県保健医療計画の概要

現行の保健医療計画の期間終了に伴い，県民の
保健医療ニーズの多様化・高度化，大規模な自然
災害発生時の医療や産科・小児科などの医療の確
保，地域包括ケアシステムの整備充実等の要請，
平成28年11月の地域医療構想の策定等の状況を
踏まえ，新たな計画を策定

Ⅰ計画策定の趣旨

○医療法第30条の4の規定に基づく計画として，本
県の保健医療行政の計画的・総合的な運営の
基本となるもの

○本県の保健・医療・福祉に関する個別計画と整
合性を図りながら連携・役割分担して推進

Ⅱ計画の位置づけ 基本理念

県民が健康で長生きでき，
安心して医療を受けられる，みんなが元気な鹿児島

《早世の減少・健康寿命の延伸・ＱＯＬの向上》

数値目標（主なもの）

【健康づくり・疾病予防の推進】
① 特定健康診査・特定保健指導
• 特定健康診査・特定保健指導の普及啓発
• 健康づくり推進員等の人材育成の支援
② 予防接種体制
• 感染症予防計画に基づく，総合的かつ計画的な感染
症対策の推進

【安全で質の高い医療の確保】
① 医師確保
• 医師修学資金の貸与や臨床研修医の確保など，総合
的な医師確保対策

② 看護職員の確保
• 修学資金の貸与や看護師等養成所への財政支援等
による看護職員の確保

③ がん
• がん予防の推進
• がんの早期発見・早期治療の推進
• がん医療の均てん化の推進

施策の方向性（主なもの）

④ 脳卒中
• 脳卒中対策の推進
• 発症後速やかな搬送と専門的診療が可能な
体制構築の促進

⑤ 心筋梗塞等の心血管疾患
• 心血管疾患の発症・重症化予防
• 発症後速やかな専門的治療が可能な体制の
促進

⑥ 糖尿病
• 糖尿病の発症・重症化予防
• 治療及び合併症予防が可能な体制の推進
⑦ 精神疾患
• 多様な精神疾患等に対応できる医療連携体
制の構築

• 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
の構築

⑧ 救急医療
• 医療機器の整備など救急医療体制の整備
• ドクターヘリ等による救急搬送体制の充実

⑨災害医療
• 災害医療体制の強化
• 災害拠点病院の機能等の充実
⑩離島・へき地医療

• へき地医療拠点病院の支援による離
島・へき地医療の確保

⑪周産期医療
• 産科医や助産師等人材の確保と育成
• 周産期母子医療センター等の医療機
能の確保と連携

⑫小児・小児救急医療
• 小児医療の提供体制の充実・強化
• 長期療養児等への支援の充実

【地域包括ケア体制の整備充実】
①在宅医療
• 在宅医療連携体制の整備
• 退院に向けての支援


